


























































































































































































































































松江 5７．２ 5７．２ ０ 132 132 ０ 150.1 150.0 0.1 62.8 149.3(＋27.8） 
青浦 37.7 3４．１ 3.6 1０３ 9３ ９ １１４．２十 109.8 ４．３ 6３．２ 150.2(＋62.0） 
南匿 37.2 3１．２ ６．０ 101 9６ 1５ 72.0 6５．３ ６．６ 3２．５ 64.5(-77.4） 
金山 24.2 20.5 ３．７ 7２ 6１ 1１ 55.0＋ 4４．０ 1１．０ 2９．６ 98.7（＋4.7） 
嘉定 23.1 １８．８ ４．３ 6０ 4９ １４ 2１．２ 17.0 ４．２ 1２．７ 24.9(-20.0） 
寶山 1７．７ 1６．５ 1.2 4９ 4６ ３ 2１．７ 1６．５ ５．１ 1４．１ 27.5(-12.4） 
上海 1４．３ 1２．９ 1.4 3６ 3３ ２ 3６．３ 3３．４ ２．９ ６．７ 15.8(-19.7） 
奉賢 9.7 7.3 ２．４ 2２ １６ ５ 2９．４ 2９．４ 0 2１．１ 27.6(-40.5） 
)11沙 6.4 ５．３ 1.1 1９ 1６ ３ １３．０ 1２．０ 1.0 ４．２ 9.0(-27.0） 










呉縣 159 ⑧6６ 9２ ③393 ⑨169 223 ⑥258 １９９ 5８ ②153 ③310（-64） 
昆山 111 ②8９ 2２ ⑤320 ③259 6１ ⑬138＋ １３２ ６ ③1０３ ⑪146（＋62） 
漂陽 １０４ ⑦8０ 2３ ①441 ②349 9２ ②375＋ 300 7５ ⑥1０７ ④304（＋76） 
宜興 103 ①9５ ８ ②425 ①392 3２ ①425＋ 392 3２ ④119 ②449(＋116） 
無錫 102 ⑥8２ 1９ ⑦298 ⑤244 5４ ⑤270 260 1０ ⑨102 ⑥291（＋14） 
武進 9９ ③8６ 1３ ⑥299 ③259 3９ ⑨170＋ 160 1０ ①158 ①846(＋144） 
江寧 9８ ④8５ 1２ ④332 ⑥215 117 ③372＋ 360 1２ ⑦103 ⑨240（＋16） 
常熟 9５ ⑤8４ 1０ ⑨238 ⑦211 2７ ④300＋ 250 5０ ③135 ③241（＋32） 
丹陽 7９ 4８ 3０ ⑩237 142 9５ ⑪158 9４ 6３ ⑱２９ ⑫134(－１０２） 
呉江 7２ ⑨5４ 1８ ⑪228 ⑩164 5４ ⑦250＋ 225 2５ ⑤118 ⑩190（＋13） 
江陰 7０ ⑩5３ 1７ ③255 ③192 6２ ⑩166＋ 133 3３ ⑪７７ ⑤296(-143） 
金壇 6８ 3０ 3７ ⑫194 9１ 102 ⑫１５３ 7３ 8０ ⑩８１ ⑦290〔＋138）
鎭江 5５ 4９ ６ ⑮123 113 1３ ⑱３８ 2８ ９ ⑬４３ ⑰６１（-31） 
句容 5２ 4９ ２ ⑬150 142 ８ ③181＋ 158 2３ ⑫６０ ⑬108（－９） 
高淳 4２ 3７ ５ ⑯107 9１ 1６ ⑭138 130 ８ ⑮３０ ⑭９１（＋14） 
大倉 2３ 1９ ３ ⑰６９ 5８ 1１ ⑰４３ 4０ ３ ⑰３０ ⑱４３（-30） 
揚中 2０ 1７ ２ ⑱６５ 5７ ８ ⑮４５ 4０ 0.5 ⑯３０ ⑮６４（-61） 
漂水 １７ 1１ ６ ⑭129 110 1８ ⑮122＋ 120 ２ ⑭４２ ⑮８０（-59） 















聾［城 161 ①160 1.0 ②371 ②369 ２ ②247 246 １．４ ②189 ④451（＋180） 
高郵 150 ②139 0.7 ①454 ①422 3１ ⑩９０ 5０ 4０ ①199 ①704（＋304） 
寶應 138 ③７９ 8.4 ④323 ⑦204 119 ③215 136 ９．４ ⑦９９ ⑥294（＋81） 
興化 125 ③125 0 ③344 ③344 ０ ⑲1６ ０ 1６．３ ④167 ②496（＋44） 
江都 119 ④119 ０ ⑥239 ④239 ０ ①371 347 4.4 ⑤151 ⑤424（-51） 
如皐 118 ⑥８４ 0.4 ⑤315 ⑤226 8８ ④210 1５１ 59.0 ⑭２２ ⑮４０（-202） 
南通 9２ ⑤９２ ０ ⑦218 ⑥218 ０ ⑦1０３ 8０ 23.5 ⑩６５ ③258（-51） 
泰縣 8４ ⑦７８ 6.2 ③200 ⑧187 1３ ⑤134 125 9.0 ⑥134 ③481（＋16） 
准安 7０ ⑩５９ 1.3 ⑨186 ⑨163 2３ ⑥124 108 1５．８ ③９６ ⑨254（＋81） 
東臺 6７ ⑨６３ ４．２ ⑪147 138 ９ ③９８ 9２ 6.1 ⑨８３ ⑩243（-72） 
六合 5８ 5２ 5.6 ⑩161 147 1３ ⑮４２ 4１ 0.4 
阜寧 5８ 3５ 3.3 ⑮114 7４ 4３ ⑯２５ 5５ 1０．０ ③175 ⑦259（±0） 
儀徴 5５ 4６ 9.9 ⑬141 １１９ 2２ ⑬５０ 5０ 2.0 ⑮２２ ⑭７８（-41） 
靖江 4７ 4３ ４．７ ⑫164 ⑩１５０ 1４ ⑪６６ 4５ 2１．１ ⑬３２ ⑫１４６（-463） 
泰興 3９ 3６ ２．９ ⑭127 118 ８ ⑫６２ 6２ ０ ⑪４８ ⑪202（＋96） 
崇明 3４ 2８ 5.8 ⑯102 8７ 1５ ⑨９０ 7２ １８．０ ⑫４０ ⑬９６（-444） 
沐陽 2７ 1３ ３．５ ⑰５３ 2７ 2６ ０ ０ ０ ⑲1２ ⑱１１（－１） 
海門 2５ 2２ ３．２ ⑱５２ 4５ ６ ５ ５ 0.7 ０．６ ２（-58） 
江浦 1７ 1３ ３ ⑲４３ 3４ ８ ⑭４７＋ 4５ ２ ⑯１８ ⑯３８（＋3） 
籟楡 1４ ６ ８．４ ⑳３０ 1３ 1７ ⑬２０ ８ 1１．５ ⑰１８ ２（-14） 
啓東 ８ ４ ４．２ 1３ ６ ６ ２ ２ 0 １ 0.8（－４） 
東海 ８ ４ ４．２ 2１ 11 ９ ⑰２４ 1８ 6.1 ⑱１７ ⑰１６（－９） 
灌雲 ５ ５ ０ 1７ 1７ ０ ⑳１１ 1１ ０ ０ ０ 
泗陽 ５ ５ ０ ９ ９ ０ ０ ０ ０ 0 ０ 
宿邉 ０．９ 0.9 ０ １ 1 ０ 0.2 0.2 ０ 1 0.07（-0.8） 
銅山 ０ 0 ０ ０ 0 ０ 0.4 ０．４ ０ ０ ０ 
郵縣 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 1 0.008(-0.08） 



















































































































上海 上位５縣9縣全て 179.4 227.5 468 594 ２．６ ２．６ 412.5 512.9 200.8 246.9 487.6 567.5 ２．４ ２．２ 
蘇南 上位５縣上位１０縣18縣全て 579 ＬＯ２２ 1.369 1９１１ 3.238 4.330 ３．３ ３．１ 3.1 １．７４２ ２．７６７ ３．６５３ 683 1.179 1．５７２ ２．２０５ ３．４５７ ４．４９０ ３．２ 2.9 2.8 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天津 長沙 岳 漢口 九江 蕪湖 上海
1910 450.4 ０ 3.5 0.4 ０ ６．８ 358.2 7７．３ 
1911 535.7 ０ 107.9 30.4 ０ ０ 266.5 126.4 
1912 641.5 ０ 1０２．３ 5５．７ ０．６ 2.7 456.2 1７．８ 
1913 375.7 ０．１ 31.4 84.9 ０ ０ 247.3 6.1 
1914 2.7 312.8 ０ 6０．０ 6.4 ０ ０ 227.1 1４．５ 
1915 2.2 316.1 ０ 1０．７ 3.2 ０ 5.9 265.7 2６．５ 
1916 2.2 469.6 ０．２ １８．６ ７．３ 4６．７ 3６．６ 335.0 2１．１ 
1917 3.7 411.4 ０ 49.1 ３．１ 109.2 63.0 166.4 14.0 
1918 3.3 387.8 ２．６ ０ ０ ２．８ 4６．３ 319.0 1２．１ 
１９１９ 122.7 １．２４１．３ 9０．０ 1１．１ ０ 1.8 142.3 388.8 6２．０ 
1920 3１．１ 947.6 3.9 227.9 6.3 ５．１ 210.1 471.5 1４．５ 
1921 3.4 337.4 ０ 68.5 4.6 8.3 1６．２ 224.8 1０．３ 
1922 4.5 211.2 0 61.5 7.5 8.0 2６．３ 8２．９ 10.3 
1923 6.3 367.7 ０ 106.5 ０ 3.7 124.7 113.8 11.4 
１９２４ 4.1 798.4 ０ 231.1 0.3 5.2 244.7 298.5 ９．７ 
1925 3.5 774.7 ０ 60.0 ０ 5.0 6８．０ 617.8 9.8 
1926 2.9 204.7 ０ 2.8 ０ 7.0 6.7 157.7 9.1 
1927 8.6 234.5 ０ 7０．５ ０ 0.5 3９．４ 8７．８ 1４．１ 
1928 2,9 602.7 ３．０ 167.2 1.1 0.5 １３９．６ 248.3 2９．５ 
1929 ２．８ 389.3 ６．６ 1５．６ ０ ０ 109.9 240.1 1０．３ 
1930 ２．７ 245.5 ４．９ 1５．８ 0.1 ０ 3４．４ 169.8 1２．６ 
1931 ３．０ 302.9 ６．０ 4.8 ０ ０ 2９．７ 242.6 1３．２ 
1932 ３．６ 182.5 ０ 1７．６ ０．１ 1.5 1２．８ 130.4 1１．６ 
1933 1０．３ 803.1 ０ 6１．３ ０．４ 31.8 5３．０ 349.1 273.6 
1934 ６．８ 440.3 ０．５ 6５．９ ０．２ 41.3 ４．４ 121.8 147.2 
1935 ６．５ 381.6 ０ 2２３ ０．１ 1０．６ 3２．３ 8５．９ 157.9 
1936 2６．８ 723.2 ０ 8１．０ ０．５ 42.0 183.7 l６Ｌ９ 177.1 




























1９１０ 940.9 2１．８ 1７．７ 1.7 1.8 ２．９ 3.7 4８．１ 111.6 6２．７ 448.8 ５．８ 9０．３ 11.3 0 
1911 530.2 2５．８ ４．７ ０．７ 0.4 0.5 1.3 7６．８ 20.1 2３．０ 263.3 0 7０．８ 7.4 ０ 
1912 270.0 2３．７ 2.5 ０．３ ０ ０ ０ 3４．５ 1６．５ ５．７ 134.9 ０ 3７．４ 3.7 0 
1913 5４１．１ 2２．９ 3０．８ ３．３ 2.3 1.6 1５．５ 3９．９ 9.9 3６．６ 280.5 ０ 3８．２ 1９．３ ０ 
1914 682.9 3５．３ 3９．０ ２．７ 3.9 0.3 1.3 2５．４ 4.6 1５．７ 430.3 ０ 7８．１ 9.1 0.3 
1915 848.5 2７．１ 2２．８ ７．６ 2.5 1４．０ ０ 4２．７ 39.1 4０．１ 475.9 0.4 113.4 1１．３ 8.2 
1916 １．１２８．９ 2８．６ 1７．２ ２．０ 8.8 0 0.2 6１．６ 30.6 8４．８ 541.1 ０ 153.0 9１．３ 37.2 
1917 413.2 ９．３ 89.4 4５．６ 1３．４ １６．３ 1２．２ 1３．３ 174.4 2８．８ ０ 2.1 ０ ０ ０ 
1918 360.0 2７．９ 2５．３ 4２．５ 10.2 1２．０ 3.8 ４．５ 210.0 １．１ ０ ０ ０ 0 ０ 
1９１９ 1.063.9 2５．１ 5７．４ 2６．６ 2.0 ２．１ 0 3０．２ 259.7 636.7 ０ ７．９ ０ ０ 0 
1920 115.2 1３．４ ６．３ ０ 3.1 ０ 0 ５．８ 0.6 7.5 50.5 Ｌ７ 6.6 11.0 0.1 
1921 １．０６３．９ 4１．７ 5９．２ 1５．２ 1３．８ ７．３ 35.3 5０．０ 143.1 3９．１ 528.0 3.2 7０．５ 2７．９ 0.8 
1922 １．９４２．１ 2６．４ 1１１．６ 1５．４ 1４．２ 9２．７ 1.2 6９．５ 207.3 316.4 555.7 163.4 １１２．４ 6９．８ 61.9 
1923 ２．２４４．７ 1５．６ 106.0 11.5 1８．０ 100.9 1７．７ 6３．９ 283.0 745.0 230.4 131.3 154.7 151.8 105.4 
1924 1,319.4 ８．５ 4４．３ 1.7 7.4 ０．３ ０．７ 5９．２ 123.5 274.0 373.2 1.7 168.9 109.0 95.9 
1925 1.263.9 1６．０ 117.4 ５．７ 8.9 1７．６ 1６．０ 85.0 7３．６ 292.9 253.2 1５．３ 109.0 5１．５ 3２．７ 
1926 214.5 ４．７ ３．４ 4.7 4.2 ３．７ 1.0 ０ 3.6 3.7 ０ 2６．２ ０ ０ ０ 
１９２７ 202.3 9.2 2７．１ 1０．２ 5.2 3２．３ 7.3 3.3 49.8 ４．４ ０ 3３．９ ０ ０ ０ 
1928 619.9 ８．３ 8９．０ 2１．０ 8.7 109.7 2.9 ６．４ 138.8 6８．４ ０ 110.1 ０ ０ ０ 
1929 387.6 4.8 67.2 1６．４ 7.4 3９．２ ０．６ ０ 76.1 3７．１ 0 4６．７ 0 ０ 0 
1930 198.5 ３．５ 4２．７ 1３．１ 6.3 ６．８ 3.7 ３．９ 50.4 1９．７ ０ 2２．５ ０ ０ 0.1 
1931 322.9 8.0 3２．０ 1２．１ 9.1 3３．２ 0.2 1.4 58.9 119.1 ０ 1１．３ ０ ０ ０ 
1932 150.6 4.0 1５．８ 1０．０ 7.6 0.9 2.7 0.1 2８．４ 4９．４ ０ 1４．８ ０ 0 ０ 
1933 785.6 ０ 142.6 3０．８ 25.9 4３．８ 7１．３ 1４．６ 256.3 6１．４ ０ 8７．０ 0 ０ ０ 
1934 418.0 0 5１．８ 9.9 1０．０ 23.1 3３．６ 1０．５ 9９．０ ７．４ ０ 134.9 0 ０ ０ 
1935 353.4 ０ 7０．６ 1５．７ １１．７ 1４．８ 1．１ １．２ 52.0 2.8 0 8８．４ ０ ０ ０ 
1936 701.5 ０ 118.4 1６．９ 2６．２ 7.9 ２．５ 1０．７ 131.4 9３．０ ０ 221.2 0 ０ ０ 
1937 847.0 ０ 9７．８ 3.3 2４．２ 6.3 ３．５ ６．４ 117.5 ２１９．８ ０ 289.1 ０ ０ 
Ｐ 
０ 
Ｉ 
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安債だった。
一方、表６を見ると、’九一○１三七年における米穀の移入地は、全國各地に普く廣がっているという印象を受けるが、
移入量は廣州・汕頭・拱北・’’’水などの廣東省沿海部地域が塵倒的に多く、これに上海、天津、漸江省寧波、幅建省輻
州・廩門、東北の大連などが續き、中國東部の沿海部地域にやや集中していた。なお、すでに見たように、上海が必ずし
も主要な産米地ではなかったにもかかわらず、米穀の主要な移出地の一つとなっていたのは、米穀の主要な移入地となっ
ていたことによることが改めて確認できる。
次に、長江下流域における米の流通事情を主要な米市に注目しながら見ておきたい。
まず、米の最大の消費地・集散地だった上海の状況を見てみると、ジャポ一一カ種の中では白糧米の販寶量が最大で、そ
の生産地は常熟・無錫・常州・宜興・尾山・江陰・蘇州・呉江の八縣で、常熟米が最も良質で高債で、無錫米がこれに次
いだ。他方、インディヵ種の中では壮子杣（杜尖）の販寶量が非常に多く、ジャポニカ種米よりも安債だったので、中下
層民に歓迎され、宜興・篦山・呉江・松江などの諸縣が生産地となっていた。なお、江蘇省外の主に安徽省から、次いで
江西・湖北・湖南から移入されたインディカ種米は、客杣と呼ばれ、江蘇省産の米に比べると、品質はやや劣っていたが、
いた。これに對して、一九一○１三七年における中國國内の米穀の出回り量は、海關統計に表れたものだけを見ても、少
ない年でさえも一八○萬擴、逆に最も多い年には一、二○○萬擴にも達していた。なお、その移出地としては、安徽省蕪
湖が墜倒的に主要な地位を占め、これに江西省九江、湖北省漢口、湖南省長沙・岳州（岳陽）、上海などが續いており、
ほぼ長江の中流域に集中していたと見なすことができ、中國海關貿易統計から見ると、米穀の移出における江蘇省の占め
る位置は低い。
南京米市に出廻る米の生産地は、無錫・呉江・呉縣・武進・高淳・句容・漂水及び南京周邊と安徽省宣城・蕪湖などで、
「出廻總數約二百萬石の中九十萬乃至百萬石は南京に於て消費され、その他は再輸出される。大部分は上海に輸遥され」
120 
735 
た。また、鎭江米市における米の取扱量は年間約一○○萬石で、安徽省からの米が最も多く、次いで「江北各地塵の米穀
の大部分は寶應、興化、高郵、泰興、阜寧、堕城、東臺、諸縣より漕河を經或ひは直接部伯に出廻る蔀伯は江北に於ける
米市であって、｜應ここに出廻り、更に鎭江に輪逹される）」のであり、仕向地は上海が最も多かった。さらに、無錫への米の
出廻り量は年間約四○○萬石で、その出廻り先は安徽省が四一一・八％、無錫を含む蘇南各縣が四九・一一一％、蘇北各縣が二・
九％などとなっており、一方、仕向地は上海が最も多く、年間約三八○’三九○萬石を再移出していた。そして、上海へ（皿）
流入する米の總量は年間約六○○１七○○萬石で、移入先は安徽省・蘇南・外國が主で、蘇北からはほとんどなかった。
なお、肚會經濟調査所によれば、鎭江米市に流入する約二○○萬石の米のうち、安徽省から來ろ米（上河稻）が六一・四％、
また、江都・高郵・寶應・東臺・六合・興化などの諸縣から來る米（下河稻）が一一一一一・’一一％で、「何れも杣米（俗にいふ南京
（弱）
米）が大多數」だった。すなわち、江南における主要な米市の一つである鎭江には主に安徽省から米が移入され、これに
蘇北からの米を加えると、約八五％に達したが、それらの大部分はインディカ種米だった。
無錫や蘇州では、食用米を自給できなかったにもかかわらず、大量の米を他縣から移入して上海に移出していた。また、
武進縣や丹陽縣では、ジャポ一一ヵ種米を食する經濟力のない農民が低廉なインディカ種米やトウモロコシなどを移入して
食用としており、その移入量はジャポニヵ種米の移出量の數倍にも達していたとされ、生産されたジャポーーカ種米の一一一
（詔）
○％以上が移出され、自家消費用は七○％にも滿たなかった。さらに、「宜興の梗米は、質がよく値が吉向いので、一般平
民は享受できないから、艀船にのせて無錫へ持って來、その空船を利用して杣米を運搬して歸るのである。金壇は糯米を
（説）
多く産する。糯米は移出されるが、杣米は不足になる。」とされている。そもそも、「丹陽、金壇ノ各縣ハ多ク糯米ヲ産．
シ」、「金壇産米ノ品質ハ精優ルモ産量僅少一一シテ、販路ハ丹陽ノ如ク廣大ナラズ」、しかも、丹陽から移出された「糯米
ハ紹興二連錆シ酒類醸造二使用ス。毎年四○萬元ヲ下ラズ。他地方ヨリ運入スルモノハ則チ白米ナリ、該縣ノ白米需要ハ
（記）
甚
ダ
多
」
か
つ
た
。
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事
情
に
つ
い
て
以
下
に
見
て
お
こ
う
。
鰻
城
縣
で
は
、
平
年
作
の
場
合
、
生
（㈹）
塵城縣南部地域の米は泰縣・姜堰・海安に販一買され、西北部地域の米はその多くが准安に販一買された。そして、江北の
米砺頭とも呼ばれていた海安に裏下河地匠から集められてきた米は、主要な棉産地で米不足が常態となっていた蘇北最南
（皿）
端の如皐・南通・海門・啓東か》どの諸縣へ運ばれた。
舞われて穀物債格が再度高騰し、
格
が
非
常
に
激
し
く
愛
動
し
て
い
た
。
盤城縣では、平年作の場合、生産された五○○１六○○萬石の米のうち、縣内の消費分を除いて二○○１’一一○○萬石を
残
す
こ
と
が
で
き
、
農
民
は
秋
の
收
穫
が
終
わ
る
と
、
舟
で
米
を
姜
堰
や
泰
憧
（
泰
興
市
）
な
ど
に
運
ん
で
販
寶
し
た
。
下
河
の
七
つ
の
州
縣
は「産米最旺之逼」と穂されていたが、しばしば豊作によって米債が下落した。近代以降の經過を振り返ってみると、同一
治年間初めに蟻城縣で海禁が解かれ、年間數十萬石もの米が移出され、日清戦争の頃には蘇北の最北端の徐州や海州が頻皿
りに不作に見舞われ、米債が高騰した・露城縣の米は、南は江都縣部伯・仙女廟（江都鎭）・姜堰や海安縣海安・曲塘など一
に、北は東吹（濱海市）・羊塞・北沙・響水口などに韓寳された。民國時期には米市が移韓して米業が不振となったが、第
一次世界大戦が勃發すると、特に米債が高騰し、縣内は連年豐作だったこともあって一時は農村が繁榮に向かった。とこ
ろが、その後もしばしば凶作に見舞われ、一九三一一年秋には穀物債格が暴落したが、一九一一一四年には江断一帯が干害に見
（弱）
舞われて穀物債格が再度高騰し、一九一一一五年には下河で大豐作となった。このように、露城縣では、米の生産白一塁と販寶債
以上から、武進・丹陽・宜興などの蘇南各縣ではモチ米やジャポニカ種米が當初から販實目的で栽培され、とりわけ貧
しい農家は自家作のジャポニカ種米を全て販寶し、食用米としてはジャポーーカ種米よりも安債なインディヵ種米を購入し
ていたが、モチ米やジャポニカ種米は無錫に集められ、逆に無錫からインディカ種米を購入して消費していたことがわか
った。では、蘇北の状況はどうだったのだろうか。特に、蘇北における主要な産米地だった裏下河地厘各縣における米の流通
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圖１蘇北裏下河地逼からの米流動
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二○世紀前半の華中では、肥料としては化學肥料よりも依然として豆餅（大豆粕）、棉子餅、花生餅、菜子餅などが多く
用いられたが、大豆粕が最も多く用いられた。
足立啓二は、肥料や飼料としての大豆粕が清代中期までに「東北地方・山東省．河南省・江蘇安徽雨省北部方面」から
上
海
に
大
量
に
移
出
さ
れ
、
長
江
下
流
域
で
の
大
豆
粕
を
使
用
し
た
商
業
的
農
業
を
發
展
さ
せ
た
が
、
一
八
六
○
１
七
○
年
代
に
は
、
大
豆
粕
債格の上昇、農産物慣格の下落、勢賃の上昇によって「雇傭勢働から自家勢働への引きもどし、金肥から自給肥料への引
（槌）
きもどし」が起こり、商業的農業が後退したとしている。では、二○世紀前半の華中における肥料の状況はどうなってい
ま
ず
、
大
豆
粕
の
流
通
に
つ
い
て
、
中
國
海
關
貿
易
統
計
を
利
用
し
な
が
ら
概
観
し
て
お
き
た
い
。
表７を見ると、大豆粕の輸出量は、一九一○１一一一一年には國内出廻量をも含めた全移輸出量の六１七割を占め、また、
一九○八年以降に急増し、一九○九年からは一、○○○萬擴を超え、さらに、一九一九年からは二、○○○萬擴を超えるこ
とが多くなっていたが、一九一一一一年の滿州事愛と一九一一一一一年の満州國の成立を受けて一九一一一一一年以降激減し、’九三一一一年
からはほぼ途絶している。統計上は、大豆粕の日本への輸出が一九三一一一年からほぼ途絶しているが、大連を中心とする牛
莊・安東・綏芥河・暗爾續などの東北各地から移輸出されていた大豆粕のほとんど大部分が日本に向けて販寶されていた。
きもどし」が和
た
の
だ
ろ
う
か
。
以上に述べてきたことから、蘇北における米の主要な流れをまとめたのが圖１である。
以上から、長江中下流域の安徽・江西・湖北・湖南の諸省と蘇北の裏下河地匠で生産きれたインディヵ種米は、蘇南で
生産されたジャポニカ種米に比べて品質は劣るものの、安債だったため、南通縣などの蘇北最南端の長江沿岸地域に大量
に
販
寶
さ
れ
、
さ
ら
に
、
主
に
鎭
江
米
市
を
通
じ
て
蘇
南
に
も
相
當
量
が
販
寶
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
二
）
肥
料
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